
春なのに雪？

保育の振り返り

2月、節分を経験しました。節分が終わると季節は春になるんだってと読み聞かせや行事の話で子ども達に伝えていました。
中旬に降った雪で「また冬がきた！」と喜び、「春なのに雪？」と疑問を感じながらも雪遊びを楽しんだこともあります。
別の日はポカポカ暖かく気付けば半袖になっている子もいたり、気温の変化を感じて過ごしていました。私はこの状況をど
う伝えよう(説明しよう・・)と悩み、みんなが思う春って何かな？」と問いかけてみたところ、「お花が咲くよ！」「桜」
「緑の山」と子ども達がイメージしている春を教えてもらいました。境内に咲いている花が色付き、咲き始めています。私
は気づくかなー？と思いながら、黙っていました。花はどんどん咲き始め、綺麗だな…伝えようかな‥と悩む毎日。何か門
の外に出るきっかけを仕掛けてみようかと考えていたところ、子ども達はちゃんと気づいていました。「先生、バスからね
綺麗な花が見えるんだよ」「桜のような花」と教えてくれた子がいました。「今だ！」と思い子ども達と一緒に花を見に行
きました。一緒に見て感じたことで、言葉で説明がつかない自然の不思議さを伝えられたのではないかなと思います。保育
をしていてこれでいいのかな？どうしたら？と私自信悩む毎日ですが子ども達と一緒に考える大切さ、面白さ子ども達が感
じた事を会話し、もっと共有していこう思えた日となりました。花の図鑑を置いておくと、「これじゃ！」と咲いていた花
を見つけて観察をし楽しんでいます。

「健康な心と体、言葉による伝えあい、思考力の芽生え、豊かな感性と表現、自然との関わり・生命尊重、自立心、協同性、
社会生活との関わり」

ふじ組 進藤早苗 対象：5歳児
2021年2月2５日(木)

保育のねらい：身近な自然の変化に触れ、季節の移り変わりに気付く。


